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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計測対象体の温度を検出する温度検出部と、前記計測対象体を撮像する撮像部と、表示
部と、前記温度検出部によって検出された検出温度に基づく前記計測対象体の温度分布を
示す温度分布画像を前記撮像部によって撮像された当該計測対象体の撮像画像の上に等価
的に重ねて前記表示部に表示させる表示制御部とを備えた温度計であって、
　前記表示制御部は、等価的に前記温度分布画像のうちの一部の領域を透過して前記撮像
画像を視認可能に表示させる表示制御を実行し、
　時間間隔を示す時間データを記憶する記憶部を備え、
　前記表示制御部は、選択した前記一部の領域について前記表示制御を実行し、前記記憶
部に記憶されている前記時間データに基づいて特定した前記時間間隔が経過する度に次の
前記一部の領域を選択して当該次の一部の領域について前記表示制御を実行する処理を、
所定時間継続して実行する温度計。
【請求項２】
　計測対象体の温度を検出する温度検出部と、前記計測対象体を撮像する撮像部と、前記
温度検出部によって検出された検出温度に基づく前記計測対象体の温度分布を示す温度分
布画像を前記撮像部によって撮像された当該計測対象体の撮像画像の上に等価的に重ねて
外部の表示部に表示させる表示制御部とを備えた温度計であって、
　前記表示制御部は、等価的に前記温度分布画像のうちの一部の領域を透過して前記撮像
画像を視認可能に表示させる表示制御を実行し、
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　時間間隔を示す時間データを記憶する記憶部を備え、
　前記表示制御部は、選択した前記一部の領域について前記表示制御を実行し、前記記憶
部に記憶されている前記時間データに基づいて特定した前記時間間隔が経過する度に次の
前記一部の領域を選択して当該次の一部の領域について前記表示制御を実行する処理を、
所定時間継続して実行する温度計。
【請求項３】
　前記表示制御部は、所定領域毎の前記検出温度に対応させて表示色を異ならせ、かつ当
該各所定領域に対応させた形状の温度表示画像を配列した前記温度分布画像を表示させる
と共に少なくとも１つの当該温度表示画像に対応する領域を前記一部の領域として前記表
示制御を実行する請求項１または２記載の温度計。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記温度表示画像をマトリクス状に配列した前記温度分布画像を表
示させると共に、少なくとも１行分の当該温度表示画像に相当する領域および少なくとも
１列分の当該温度表示画像に相当する領域のいずれか一方の領域を前記一部の領域として
前記表示制御を実行する請求項３記載の温度計。
【請求項５】
　前記温度表示画像の数を設定可能な第１操作部を備え、
　前記表示制御部は、前記第１操作部の操作によって設定された数の前記温度表示画像に
相当する領域を前記一部の領域として前記表示制御を実行する請求項３または４記載の温
度計。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記一部の領域をランダムに選択する請求項１から５のいずれかに
記載の温度計。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記時間間隔としての一定の時間間隔が経過する度に前記次の一部
の領域を選択する請求項１から６のいずれかに記載の温度計。
【請求項８】
　前記時間間隔を設定可能な第２操作部を備え、
　前記記憶部は、前記第２操作部の操作によって設定された前記時間間隔を示す時間デー
タを前記時間データとして記憶する請求項７記載の温度計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計測対象体の温度分布を示す温度分布画像を計測対象体の撮像画像に重ねて
表示可能に構成された温度計に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の温度計として、特開２００４－３４７５６７号公報に開示された２次元放射温
度計が知られている。この２次元放射温度計は、複数のセンサ部がマトリクス状に配列さ
れたサーモパイルアレイセンサを備え、計測対象体の温度を非接触で計測可能に構成され
ている。この場合、この種の２次元放射温度計では、一般的に、各センサ部によって検出
された検出温度に応じて表示色を異ならせて塗り潰した矩形の温度表示画像（マーク）を
マトリクス状に配列した温度分布画像を計測対象体の撮像画像に重ねて表示させることで
、計測対象体の温度分布を把握させる表示方法が採用されている。しかしながら、この表
示方法では、撮像画像が温度分布画像によって隠されるため、計測対象体の形状を把握し
難く、どの温度表示マークが計測対象体のどの部位に相当するのか、つまり計測対象体の
どの部位が何度であるのかを正確に把握することが困難であるという問題点が存在する。
【０００３】
　このため、出願人は、特開２００３－２５４８３０号公報において上記のような問題点
を解決可能な２次元放射温度計を開示している。この２次元放射温度計では、検出温度に
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応じて表示色を異ならせた方形で枠状の画像を温度表示マークとして２次元配列した温度
分布画像（温度分布表示）を撮像画像に重ねて表示させる。このため、計測対象体の形状
を把握し易く、計測対象体のどの部位が何度であるのかを正確に把握することが可能とな
っている。
【特許文献１】特開２００４－３４７５６７号公報（第２－７頁、第１，２図）
【特許文献２】特開２００３－２５４８３０号公報（第５－６頁、第１０－１１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、出願人が開示している上記の２次元放射温度計においても、以下の改善すべ
き課題が存在する。すなわち、この２次元放射温度計では、枠状の温度表示マークを撮像
画像に重ねているため計測対象体の形状を把握し易く、計測対象体の各部位の温度を正確
に把握することが可能な反面、塗り潰した温度表示マークと比較して枠状の温度表示マー
クがやや目立ち難いため、計測対象体の温度分布を容易に把握するのがやや困難であり、
この点の改善が望まれている。
【０００５】
　本発明は、かかる課題に鑑みてなされたものであり、計測対象体における各部位の温度
の正確かつ容易な把握と、計測対象体の温度分布の容易な把握とを同時に実現し得る温度
計を提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成すべく請求項１記載の温度計は、計測対象体の温度を検出する温度検出
部と、前記計測対象体を撮像する撮像部と、表示部と、前記温度検出部によって検出され
た検出温度に基づく前記計測対象体の温度分布を示す温度分布画像を前記撮像部によって
撮像された当該計測対象体の撮像画像の上に等価的に重ねて前記表示部に表示させる表示
制御部とを備えた温度計であって、前記表示制御部は、等価的に前記温度分布画像のうち
の一部の領域を透過して前記撮像画像を視認可能に表示させる表示制御を実行し、時間間
隔を示す時間データを記憶する記憶部を備え、前記表示制御部は、選択した前記一部の領
域について前記表示制御を実行し、前記記憶部に記憶されている前記時間データに基づい
て特定した前記時間間隔が経過する度に次の前記一部の領域を選択して当該次の一部の領
域について前記表示制御を実行する処理を、所定時間継続して実行する。
　また、請求項２記載の温度計は、計測対象体の温度を検出する温度検出部と、前記計測
対象体を撮像する撮像部と、前記温度検出部によって検出された検出温度に基づく前記計
測対象体の温度分布を示す温度分布画像を前記撮像部によって撮像された当該計測対象体
の撮像画像の上に等価的に重ねて外部の表示部に表示させる表示制御部とを備えた温度計
であって、前記表示制御部は、等価的に前記温度分布画像のうちの一部の領域を透過して
前記撮像画像を視認可能に表示させる表示制御を実行し、時間間隔を示す時間データを記
憶する記憶部を備え、前記表示制御部は、選択した前記一部の領域について前記表示制御
を実行し、前記記憶部に記憶されている前記時間データに基づいて特定した前記時間間隔
が経過する度に次の前記一部の領域を選択して当該次の一部の領域について前記表示制御
を実行する処理を、所定時間継続して実行する。
　この場合、本発明において、「温度分布画像を撮像画像の上に等価的に重ねて表示させ
る」とは、あたかも撮像画像の上に温度分布画像が重なって視認されるように表示させる
ことを意味する。したがって、温度分布画像の上に撮像画像を重ねて表示させてもよいし
、温度分布画像および撮像画像を実際に重ね合わせることなく両画像を表示させてもよい
。また、表示制御部は、表示制御において、温度分布画像の上に撮像画像を等価的に重ね
て表示部に表示させ、かつ撮像画像のうちの一部の領域（上記した温度分布画像のうちの
一部の領域以外の他の領域と重なる撮像画像の所定領域）を透過して温度分布画像を視認
可能に表示させる表示制御（つまり等価的に温度分布画像のうちの一部の領域を透過して
撮像画像を視認可能に表示させる表示制御）を行うこともできる。
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【０００７】
　請求項３記載の温度計は、請求項１または２記載の温度計において、前記表示制御部は
、所定領域毎の前記検出温度に対応させて表示色を異ならせ、かつ当該各所定領域に対応
させた形状の温度表示画像を配列した前記温度分布画像を表示させると共に少なくとも１
つの当該温度表示画像に対応する領域を前記一部の領域として前記表示制御を実行する。
【０００８】
　請求項４記載の温度計は、請求項３記載の温度計において、前記表示制御部は、前記温
度表示画像をマトリクス状に配列した前記温度分布画像を表示させると共に、少なくとも
１行分の当該温度表示画像に相当する領域および少なくとも１列分の当該温度表示画像に
相当する領域のいずれか一方の領域を前記一部の領域として前記表示制御を実行する。
【０００９】
　請求項５記載の温度計は、請求項３または４記載の温度計において、前記温度表示画像
の数を設定可能な第１操作部を備え、前記表示制御部は、前記第１操作部の操作によって
設定された数の前記温度表示画像に相当する領域を前記一部の領域として前記表示制御を
実行する。
【００１０】
　請求項６記載の温度計は、請求項１から５のいずれかに記載の温度計において、前記表
示制御部は、前記一部の領域をランダムに選択する。
【００１１】
　請求項７記載の温度計は、請求項１から６のいずれかに記載の温度計において、前記表
示制御部は、前記時間間隔としての一定の時間間隔が経過する度に前記次の一部の領域を
選択する。
【００１２】
　請求項８記載の温度計は、請求項７記載の温度計において、前記時間間隔を設定可能な
第２操作部を備え、前記記憶部は、前記第２操作部の操作によって設定された前記時間間
隔を示す時間データを前記時間データとして記憶する。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１および２記載の温度計では、表示制御部が等価的に温度分布画像のうちの一部
の領域を透過して撮像画像を視認可能に表示させる表示制御を選択した一部の領域につい
て実行し、記憶部に記憶されている時間データに基づいて特定した時間間隔が経過する度
に次の一部の領域を選択してその領域について表示制御を実行する処理を、所定時間継続
して実行する。このため、例えば、温度分布画像を塗り潰して構成したとしても、温度分
布画像によって隠されている撮像画像の一部がその位置を移動しつつ表示される。したが
って、この表示制御を所定時間継続することで、その間に断片的に表示された撮像画像に
基づいて計測対象体の形状を容易に推測させることができるため、計測対象体の各部位と
検出温度との対応関係が明確となる結果、計測対象体のどの部位が何度であるのかを正確
かつ容易に把握させることができる。また、この表示制御を所定時間継続することで、撮
像画像の表示のために温度分布画像が常に表示されない領域が存在する事態を回避するこ
とができるため、温度分布画像の全領域を用いて温度分布を表示させることができる。こ
のため、枠状の温度表示マークを配列した温度分布画像を撮像画像に重ねる構成と比較し
て、温度分布画像を認識し易く表示させることができる結果、計測対象体の温度分布を容
易に把握させることができる。したがって、この温度計によれば、計測対象体における各
部位の温度の正確かつ容易な把握と、計測対象体全体の温度分布の容易な把握とを同時に
実現することができる。
【００１４】
　請求項３記載の温度計によれば、表示制御部が、所定領域毎の検出温度に対応させて表
示色を異ならせ、かつ各所定領域に対応させた形状の温度表示画像を配列した温度分布画
像を表示させると共に少なくとも１つの温度表示画像に対応する領域を一部の領域として
表示制御を実行することにより、撮像画像の一部分が温度表示画像単位で表示されるため
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、温度表示画像によって示される温度とその温度表示画像に対応する部分の撮像画像との
対応関係をより明確化させることができる結果、その部分に対応する部位の計測対象体の
温度をより正確かつ容易に把握させることができる。
【００１５】
　請求項４記載の温度計によれば、表示制御部が、温度表示画像をマトリクス状に配列し
た温度分布画像を表示させると共に、少なくとも１行分の温度表示画像に相当する領域お
よび少なくとも１列分の温度表示画像に相当する領域のいずれか一方の領域を一部の領域
として表示制御を実行することにより、例えば、少なくとも１行分の温度表示画像に相当
する領域を一部の領域としたときには、横長の計測対象体の温度を計測する際に、短時間
でその計測対象体の形状を把握させることができる。また、少なくとも１列分の温度表示
画像に相当する領域を一部の領域としたときには、縦長の計測対象体の温度を計測する際
に、短時間でその計測対象体の形状を把握させることができる。
【００１６】
　請求項５記載の温度計によれば、表示制御部が第１操作部の操作によって設定された数
の温度表示画像に相当する領域を一部の領域として表示制御を実行するため、第１操作部
を操作して温度表示画像の数を設定することで、計測対象体の大きさに応じてその一部の
領域の大きさを任意に設定することができる。
【００１７】
　請求項６記載の温度計によれば、表示制御部が一部の領域をランダムに選択することに
より、一部の領域の移動が片寄ることに起因しての計測対象体の形状の把握が困難となる
事態を回避することができる。
【００１８】
　請求項７記載の温度計によれば、表示制御部が一定の時間間隔が経過する度に次の一部
の領域を選択することにより、一部の領域が一定の時間間隔で規則的に移動するため、一
部の領域の移動によって断片的に表示される撮像画像に基づく計測対象体の形状を一層容
易に推測させることができる。
【００１９】
　請求項８記載の温度計によれば、記憶部が第２操作部の操作によって設定された時間間
隔を示す時間データを記憶するため、第２操作部を操作して表示処理間隔を設定すること
で、一部の領域の移動速度を好みに応じて任意に設定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照して、本発明に係る温度計の最良の形態について説明する。
【００２１】
　図１に示す２次元放射温度計１は、本発明に係る温度計としての非接触型の温度計測装
置であって、計測対象体についての温度分布を示す温度分布画像１２を計測対象体の撮像
画像１１に等価的に重ねて計測結果画像Ｇ（いずれも図５参照）を表示可能に構成されて
いる。また、２次元放射温度計１は、図１～図３に示すように、温度検出部２、撮像部３
、表示制御部４、表示部５、記憶部６、操作部７および制御部８を備えて構成されている
。
【００２２】
　温度検出部２は、図３に示すように、センサアレイ２ａ、光学系２ｂおよび信号処理回
路２ｃを備えて構成されている。センサアレイ２ａは、一例として８行８列のマトリクス
状に配列された６４個の温度センサ（例えば、赤外線センサ）を備えて構成され、計測対
象体の温度を非接触で検出してセンサ信号Ｓｓを出力する。この場合、各温度センサは、
被計測エリア（例えば、図７に示す被計測エリアＡ１）を温度センサの配列パターンと同
じ配列パターン（同じ行列のマトリクス）で区画した各区画領域（本発明における所定領
域）の温度をそれぞれ個別的に検出する。光学系２ｂは、センサアレイ２ａに赤外線を集
光させる。信号処理回路２ｃは、センサアレイ２ａから出力されるセンサ信号Ｓｓを信号
処理して計測対象体の温度（検出温度）を示す温度データＤｔを出力する
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【００２３】
　撮像部３は、光電変換素子（Ｃ－ＭＯＳ素子やＣＣＤ）を備えて構成されている。また
、撮像部３は、制御部８の制御に従い、被計測エリアＡ１を含む被撮像エリア（例えば、
図７に示す被撮像エリアＡ２）内の計測対象体（同図に示す壁２１および球状体２２）を
撮像して撮像データＤｇを出力する。
【００２４】
　表示制御部４は、制御部８の制御に従って撮像部３から出力された撮像データＤｇに基
づいて表示用信号Ｓｈを生成することにより、図４に示すように、計測対象体の撮像画像
１１を表示部５に表示させる。また、表示制御部４は、温度検出部２から出力された温度
データＤｔ、および撮像部３から出力された撮像データＤｇに基づいて表示用信号Ｓｈを
生成することにより、図５，６などに示すように、等価的に計測対象体についての温度分
布画像１２を計測対象体の撮像画像１１に重ねて計測結果画像Ｇを表示部５に表示させる
。この場合、温度分布画像１２は、計測対象体の温度分布を示す画像であって、被計測エ
リアＡ１における上記した各区画領域毎の検出温度に対応させて表示色を異ならせて塗り
潰され、かつ各区画領域に対応させた矩形の温度表示マークＭ（本発明における温度表示
画像）が赤外線センサの配列パターンと同様のパターンでマトリクス状（モザイク状）に
配列されて構成されている。言い替えれば、区画領域は、被計測エリアＡ１上において、
温度表示マークＭの形状に対応する矩形の領域となる。
【００２５】
　また、表示制御部４は、操作部７の操作によって後述する部分表示モードが選択された
ときには、温度分布画像１２の重ね合わせによって隠れている撮像画像１１を部分的に表
示させる（温度分布画像１２を部分的に非表示にさせる）、つまり等価的に温度分布画像
１２のうちの一部の領域を透過して撮像画像１１を視認可能に表示させる部分表示処理（
本発明における表示制御）を実行する。具体的には、表示制御部４は、図６，８～１０に
示すように、一部の領域Ａｐを除く温度分布画像１２を表示させる（つまり、温度分布画
像１２における一部の領域Ａｐの表示を所定時間停止させる）と共にその領域Ａｐに対応
する部分の撮像画像１１をその領域Ａｐに表示させる表示制御を領域Ａｐを移動させつつ
（領域Ａｐの位置を変更しつつ）実行する。この場合、表示制御部４は、１つ以上の温度
表示マークＭに対応する領域を上記した領域Ａｐとして上記の表示制御を実行する。
【００２６】
　表示部５は、一例としてカラー液晶パネルとバックライトとがパッケージングされた液
晶モニタを備えて構成されて、表示制御部４の制御に従って各種の画像を表示する。記憶
部６は、表示制御部４によって実行される上記した部分表示処理における１回の表示処理
において表示から除外する（表示を停止する）領域Ａｐに対応する温度表示マークＭの数
（以下、この温度表示マークＭの数を「表示停止数」ともいう）を示す数量データＤｎを
記憶する。また、記憶部６は、部分表示処理において上記した領域Ａｐを移動させる時間
間隔（以下、この時間間隔を「表示処理間隔」ともいう）を示す時間データＤｐを記憶す
る。操作部７は、本発明における第１操作部および第２操作部に相当し、図１，２に示す
ように、計測を開始させる計測開始キー７１、表示停止数や表示処理間隔を設定するため
の数字キー７２、および部分表示処理を実行させるための部分表示キー７３等の各種の操
作キーを備えて構成されている。制御部８は、温度検出部２、撮像部３および表示制御部
４などの動作を制御する。また、制御部８は、操作部７のキー操作によって表示停止数お
よび表示処理間隔が設定されたときに、その設定値に対応する数量データＤｎおよび時間
データＤｐを記憶部６に記憶させる。
【００２７】
　次に、２次元放射温度計１を用いて、例えば図７に示す計測対象体としての壁２１およ
び球状体２２の温度を計測する温度計測方法について、図面を参照して説明する。
【００２８】
　まず、２次元放射温度計１の電源を投入して、次いで、図７に示すように、温度検出部
２および撮像部３が配設された２次元放射温度計１の背面側（図２における紙面手前側）
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を壁２１および球状体２２に対向させる。この際に、撮像部３が被撮像エリアＡ２内の壁
２１および球状体２２を撮像して撮像データＤｇを出力する。続いて、表示制御部４が撮
像部３から出力された撮像データＤｇに基づいて表示用信号Ｓｈを生成して表示部５に出
力する。これにより、図４に示すように、壁２１および球状体２２の撮像画像１１が表示
部５に表示される。
【００２９】
　次に、操作部７の計測開始キー７１を操作する。これに応じて、制御部８が、温度検出
部２に温度計測を開始させる。この際に、温度検出部２のセンサアレイ２ａが、光学系２
ｂによって集光された壁２１および球状体２２からの赤外線を検出してセンサ信号Ｓｓを
信号処理回路２ｃに出力する。また、信号処理回路２ｃが、センサアレイ２ａから出力さ
れたセンサ信号Ｓｓを信号処理して、壁２１および球状体２２の温度を示す温度データＤ
ｔを出力する。
【００３０】
　この場合、温度データＤｔは、センサアレイ２ａの各赤外線センサによって検出された
赤外線に対応する温度と、その温度を検出した赤外線センサの配列位置とが関連付けられ
て出力される。これに応じて、表示制御部４は、温度検出部２によって出力された温度デ
ータＤｔに基づき、温度分布画像１２を構成する６４個の温度表示マークＭの表示色を決
定する。次いで、表示制御部４は、各温度表示マークＭをマトリクス状に配列した温度分
布画像１２を撮像画像１１に重ねて計測結果画像Ｇを表示させるための表示用信号Ｓｈを
生成して表示部５に出力する。これにより、図５に示すように、計測結果画像Ｇが表示部
５に表示される。
【００３１】
　ここで、温度分布画像１２は、塗り潰した温度表示マークＭで構成されているため、温
度分布を一目で把握させることが可能となっている。一方、撮像画像１１が温度分布画像
１２によって隠されているため、壁２１および球状体２２の形状が把握し難く、各温度表
示マークＭと計測対象体の各部位との対応関係が不明確で、壁２１および球状体２２のど
の部位が何度であるのかを把握し難い状態となっている。
【００３２】
　この場合、この２次元放射温度計１では、温度分布画像１２によって隠されている撮像
画像１１を部分的に表示する部分表示処理が実行可能となっている。この部分表示処理を
２次元放射温度計１に対して実行させるときには、まず、操作部７の数字キー７２等を操
作して、上記した表示停止数を例えば５個に設定すると共に、表示処理間隔を例えば０．
５秒に設定する。これに応じて、制御部８が、設定値に対応する数量データＤｎおよび時
間データＤｐを生成して記憶部６に記憶させる。次いで、操作部７の部分表示キー７３を
操作する。この際に、表示制御部４は、制御部８の制御に従って部分表示処理を実行する
。
【００３３】
　この部分表示処理では、表示制御部４は、一部の領域Ａｐを除いた温度分布画像１２を
表示させる（温度分布画像１２における一部の領域Ａｐの表示を所定時間停止させる）と
共にその領域Ａｐに対応する部分の撮像画像１１を領域Ａｐに表示させる表示制御を領域
Ａｐを移動させつつ実行する。具体的には、表示制御部４は、まず、記憶部６に記憶され
ている数量データＤｎに基づいて表示停止数（この場合５個）を特定し、６４個の温度表
示マークＭの中から５個の温度表示マークＭをランダムに選択する。続いて、表示制御部
４は、選択した温度表示マークＭに対応する各領域Ａｐを除いた温度分布画像１２を撮像
画像１１に重ねて計測結果画像Ｇを表示させるための表示用信号Ｓｈを温度データＤｔお
よび撮像データＤｇに基づいて生成して表示部５に出力する。これにより、図６に示すよ
うに、計測結果画像Ｇが表示部５に表示される。
【００３４】
　次いで、表示制御部４は、記憶部６に記憶されている時間データＤｐに基づいて表示処
理間隔（この場合０．５秒）を特定し、表示処理間隔が経過した時点で各領域Ａｐを移動



(8) JP 4885612 B2 2012.2.29

10

20

30

40

50

させる。具体的には、表示制御部４は、６４個の温度表示マークＭの中から５個の温度表
示マークＭを再びランダムに選択して、続いて、上記と同様の表示制御を実行する。これ
により、図８に示すように、領域Ａｐが移動した計測結果画像Ｇが表示部５に表示される
。次いで、表示制御部４は、表示処理間隔が経過する度に（一定の時間間隔で）５個の温
度表示マークＭを再びランダムに選択して各領域Ａｐを移動させると共に、上記と同様の
表示制御を実行する。これにより、図９，１０に示すように、温度分布画像１２における
一部の領域Ａｐが表示処理間隔毎に移動して、その領域Ａｐに対応する部分を透過するよ
うにして撮像画像１１が表示される。このため、温度分布画像１２によって隠されていた
撮像画像１１の一部を視認することが可能となる。この場合、部分表示処理を所定時間継
続して実行させて領域Ａｐが複数回移動したときには、図１１に概念的に示すように、そ
の間に断片的に表示された撮像画像１１に基づいて壁２１や球状体２２の形状を容易に推
測することが可能となる。このため、各温度表示マークＭと計測対象体の各部位との対応
関係が明確となって、計測対象体のどの部分が何度であるのかを正確かつ容易に把握させ
ることが可能となる。
【００３５】
　また、部分表示処理を所定時間継続して実行させて領域Ａｐが複数回移動したときには
、撮像画像１１の表示のために温度分布画像１２が常に表示されない領域が存在する事態
が回避されるため、温度分布画像１２の全領域を用いて温度分布を表示させることが可能
となる。
【００３６】
　このように、この２次元放射温度計１では、表示制御部４が、温度分布画像１２および
撮像画像１１を重ねて表示部５に表示させる際に、等価的に温度分布画像１２のうちの一
部の領域Ａｐを透過して撮像画像１１を視認可能に表示させる表示制御（部分表示処理）
をその領域Ａｐを移動させつつ実行する。このため、例えば、塗り潰した温度表示マーク
Ｍで温度分布画像１２を構成したとしても、温度分布画像１２によって隠されている撮像
画像１１の一部がその位置を移動しつつ表示される。したがって、この表示制御を所定時
間継続することで、その間に断片的に表示された撮像画像１１に基づいて計測対象体の形
状を容易に推測させることができるため、計測対象体の各部位と各温度表示マークＭ（検
出温度）との対応関係が明確となる結果、計測対象体のどの部位が何度であるのかを正確
かつ容易に把握させることができる。また、この表示制御を所定時間継続することで、撮
像画像１１の表示のために温度分布画像１２が常に表示されない領域が存在する事態を回
避することができるため、温度分布画像１２の全領域を用いて温度分布を表示させること
ができる。このため、枠状の温度表示マークを配列した温度分布画像を撮像画像に重ねる
構成と比較して、温度分布画像１２を認識し易く表示させることができる結果、計測対象
体の温度分布を容易に把握させることができる。したがって、この２次元放射温度計１に
よれば、計測対象体における各部位の温度の正確かつ容易な把握と、計測対象体全体の温
度分布の容易な把握とを同時に実現することができる。
【００３７】
　また、この２次元放射温度計１によれば、表示制御部４が、区画領域毎の検出温度に対
応させて表示色を異ならせ、かつ各区画領域に対応させた形状の温度表示マークＭを配列
した温度分布画像１２を表示させると共に少なくとも１つの温度表示マークＭに対応する
領域を領域Ａｐとして表示制御を実行することにより、撮像画像１１の一部分が温度表示
マークＭ単位で表示されるため、温度表示マークＭによって示される温度とその温度表示
マークＭに対応する部分の撮像画像１１との対応関係をより明確化させることができる結
果、その部分に対応する部位の計測対象体の温度をより正確かつ容易に把握させることが
できる。
【００３８】
　また、この２次元放射温度計１によれば、塗り潰した温度表示マークＭで温度分布画像
１２を構成することで、各温度表示マークＭを目立たせることができるため、計測対象体
の温度分布を一目で把握させることができる。
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【００３９】
　また、この２次元放射温度計１によれば、表示制御部４が、操作部７の操作によって設
定された数の温度表示マークＭに相当する領域を領域Ａｐとして表示制御を実行するため
、操作部７を操作して温度表示マークＭの数を設定することで、計測対象体の大きさに応
じて領域Ａｐの大きさを任意に設定することができる。
【００４０】
　また、この２次元放射温度計１によれば、表示制御部４がランダムに選択した位置に領
域Ａｐを移動させることにより、領域Ａｐの移動が片寄ることに起因しての計測対象体の
形状の把握が困難となる事態を回避することができる。
【００４１】
　また、この２次元放射温度計１によれば、表示制御部４が一定の表示処理間隔で領域Ａ
ｐを移動させることにより、領域Ａｐが一定の時間間隔で規則的に移動するため、領域Ａ
ｐの移動によって断片的に表示される撮像画像１１に基づく計測対象体の形状を一層容易
に推測させることができる。
【００４２】
　また、この２次元放射温度計１によれば、表示制御部４が、操作部７の操作によって設
定された表示処理間隔で領域Ａｐを移動させるため、操作部７を操作して表示処理間隔を
設定することで、領域Ａｐの移動速度を好みに応じて任意に設定することができる。
【００４３】
　なお、本発明は、上記の構成に限定されない。例えば、等価的に温度分布画像１２のう
ちの一部の領域Ａｐを透過して撮像画像１１を視認可能に表示させる表示制御について説
明したが、温度分布画像１２の上に撮像画像１１を等価的に重ねて表示部５に表示させ、
かつ撮像画像１１のうちの一部の領域（上記した温度分布画像１２のうちの一部の領域Ａ
ｐ以外の他の領域と重なる撮像画像１１の所定領域）を透過して温度分布画像１２を視認
可能に表示させる表示制御（つまり等価的に温度分布画像１２のうちの一部の領域Ａｐを
透過して撮像画像１１を視認可能に表示させる表示制御）を行うこともできる。
【００４４】
　また、１回の表示制御において５個の温度表示マークＭ分の領域Ａｐに対応する部分の
撮像画像１１を表示する例について上記したが、これに限定されず、任意の数の温度表示
マークＭに対応する領域を領域Ａｐとして表示制御を実行させることができる。また、図
１２に示すように、温度分布画像１２における１行分（または複数行分）の温度表示マー
クＭに対応する領域を領域Ａｐとして表示制御を実行し、その行分の領域Ａｐを上下方向
に順次移動させつつ表示制御を繰り返す構成を採用することもできる。この構成によれば
、例えば、横長の計測対象体の温度を計測する際に、短時間でその計測対象体の形状を把
握させることができる。さらに、図１３に示すように、温度分布画像１２における１列分
（または複数列分）の温度表示マークＭに対応する領域を領域Ａｐとして表示制御を実行
し、その列分の領域Ａｐを左右方向に順次移動させつつ表示制御を繰り返す構成を採用す
ることもできる。この構成によれば、例えば、縦長の計測対象体の温度を計測する際に、
短時間でその計測対象体の形状を把握させることができる。
【００４５】
　また、矩形の温度表示マークＭがマトリクス状に配列されて構成された温度分布画像１
２を表示させる構成について上記したが、任意形状（例えば３角形や５角形などの多角形
状）の温度表示画像を配列した温度分布画像を表示させる構成を採用することもできる。
また、表示制御部４が一定の時間間隔で領域Ａｐを移動させる構成について説明したが、
領域Ａｐを移動させるタイミングを操作部７の操作で指示する構成を採用することもでき
る。また、領域Ａｐの移動位置を操作部７の操作で指定する構成を採用することもできる
。また、温度検出部２の構成は、検出温度を非接触で検出する構成に限定されず、任意に
構成することができる。例えば、計測対象体にプローブを接触させて検出温度を検出する
構成を採用することもできる。また、外部モニターに撮像画像１１や計測結果画像Ｇを表
示する構成を採用することもできる。
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【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】２次元放射温度計１を正面側から見た斜視図である。
【図２】２次元放射温度計１を背面側から見た斜視図である。
【図３】２次元放射温度計１の構成を示すブロック図である。
【図４】撮像画像１１の表示画面図である。
【図５】計測結果画像Ｇの表示画面図である。
【図６】部分表示処理を実行した状態の計測結果画像Ｇの表示画面図である。
【図７】温度計測時における２次元放射温度計１、および計測対象体としての壁２１およ
び球状体２２の斜視図である。
【図８】領域Ａｐを１回移動させたときの計測結果画像Ｇの表示画面図である。
【図９】領域Ａｐを２回移動させたときの計測結果画像Ｇの表示画面図である。
【図１０】領域Ａｐを３回移動させたときの計測結果画像Ｇの表示画面図である。
【図１１】領域Ａｐを３回移動させる間に断片的に表示された撮像画像１１を示す概念図
である。
【図１２】１行分の温度表示マークＭに相当する領域を領域Ａｐとして部分表示処理を実
行した状態の計測結果画像Ｇの表示画面図である。
【図１３】１列分の温度表示マークＭに相当する領域を領域Ａｐとして部分表示処理を実
行した状態の計測結果画像Ｇの表示画面図である。
【符号の説明】
【００４７】
　　　１　２次元放射温度計
　　　２　温度検出部
　　　３　撮像部
　　　４　表示制御部
　　　５　表示部
　　　７　操作部
　　１１　撮像画像
　　１２　温度分布画像
　　２１　壁
　　２２　球状体
　　Ａｐ　領域
　　　Ｍ　温度表示マーク
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